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災害支援ナースの仕組みの主な変更点
（令和6年４月以降）

旧 災害支援ナース 新 災害支援ナース

法令上の根

拠

なし 改正医療法・改正感染症法

（令和６年４月施行）

派遣の対象 自然災害 自然災害・新興感染症

養成・登録 養成：都道府県看護協会・日看協

登録：都道府県看護協会

国（厚生労働省）

派遣形態 個人より異なるがボランティアの扱い

・施設により休暇の場合と出張扱いの場合もあ

り

原則として派遣元の医療機関の職員（＊１）として看

護業務に従事する（業務扱い）
＊１所属施設のない看護職も都道府県の調整により応援派遣可能

派遣要請 各県共通の派遣要請ルートなし 都道府県間の派遣要請に基づく（県内派遣で対

応できない場合は、国が全国応援派遣調整を実

施）

経費 交通費・宿泊費の実費及び日当を日看協が負

担（それ以外は都道府県看護協会が負担）

公的に負担（協定に基づく災害・感染症医療従事

者または医療隊の派遣に要する費用は、都道府

県が支弁する）



災害支援ナース養成研修プログラム（共通） 災害支援ナース養成の実績（大阪府）

新興感染症に関する講義・演

習が追加された

研修No 受講修了

者数

令和５年 No751

演習：12/ 19・12/ 20

76 名

No752

演習：1/ 18・1/ 19

74名

R5年

合計

150名

令和６年 No718

演習：8/ 20・8/ 26

51名

No719 

演習：9/ 12・9/ 13

51名

No720

演習：11/ 5・11/ 6

66名

No721

演習：1/ 28・1/ 29

（67名）

R6年

合計

168名

（235名）



⼤阪府感染症予防重点強化事業 2 0 2 1年度〜2 0 2 3年度実績

社会福祉施設/ 中⼩規模病院 施設訪問

種別
2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

計

⾼齢者施設
介護⽼⼈保健施設

有料⽼⼈ホーム

グループホーム など

10 64 102 48 224

救護施設 5 12
81 34 199

障がい者⽀援施設等 3 64

⼦ども

児童養護施設

保育園・学童保育

3 50 67 30 150

計 21 192 250 98 5 7 3

＜社会福祉施設等＞

＜中⼩規模病院等＞ 対象︓ICN不在の病院

2022年度 2023年度 計

18 12 3 0



⼤阪府感染症予防重点強化事業 2 0 2 1年度〜2 0 2 3年度実績_⼈材育成

2 0 2 4年度〜「地域で活躍する看護職員等の確保推進事業」へ

2021年度

2022年度 2023年度 2024年度

計
中⼩規模病院 社会福祉施設等 中⼩規模病院 社会福祉施設等 中⼩規模病院 社会福祉施設等

スタッフコース ー ー ー 206 378 236 283 1 1 0 3

リーダーコース 75 154 238 35 ー 59 73 6 3 4
※2023年度は福祉施設
等対象研修の開講なし

感染管理認定看護師資格取得者 ︓11名

感染管理認定看護師教育課程受講中︓3名

リーダーコース研修修了⽣

⼤阪府看護協会感染管理地域ネットワーク 1 1⽀部 （ICN登録数211名）

府北・府北⻄・府北東・府東・市北・市⻄・市東・市南・堺・府南・泉南

 ⽀部交流会の開催
情報発信、相談、各地域活動等についての情報共有・課題抽出

⽀部ごとに継続した育成


